
「子
ど
も
は
宝
」と
唸

う

な

る
夏 

 
 

 

～
「
３
世
代
の
迎
え
盆
」
と
「
広
島
平
和
記
念
式
典
『平
和
へ
の
誓

い
』」か
ら
～ 

「
今
で
き
る
こ
と
を
工
夫
し
て
行
う
」 

～
「
３
世
代
の
迎
え
盆
」
と
「
広
島
平
和
記
念
式
典
『
平
和
へ
の
誓
い
』」
か
ら
～ 

   (1)                              鴻巣市立鴻巣中学校 学校だより                           あ                                                                                                 
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９
月
の
予
定 

 

    

火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 

硬
式
テ
ニ
ス
地
区
大
会 

新
人
班
大
会
予
備
日 

 

新
人
班
大
会
（
３
日
目
） 

新
人
班
大
会
（
２
日
目
） 

柔
道
地
区
大
会 

 

陸
上
新
人
班
大
会
（
予
備
日
） 

新
人
班
大
会
（
１
日
目
） 

陸
上
新
人
班
大
会
（
２
日
目
） 

陸
上
新
人
班
大
会
（
１
日
目
） 

秋
分
の
日 

貧
血
検
査
（
２
年
生
）
予
備
日 

  

２
年
生
社
会
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
職
場
体
験
）
３
日
目 

２
年
生
社
会
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
職
場
体
験
）
２
日
目 

火
曜
日
課 

 

２
年
生
社
会
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
職
場
体
験
）
１
日
目 

月
曜
日
課 

敬
老
の
日 

  

水
曜
日
課 

水
泳
新
人
県
大
会
（
２
日
目
） 

コ
ラ
ム
視
写 

鴻
巣
・
北
本
地
区
英
語
弁
論
大
会 

水
泳
新
人
県
大
会
（
１
日
目
） 

コ
ラ
ム
視
写 

金
曜
日
課 

貧
血
検
査
（
２
年
） 

思
い
や
り
ア
ン
ケ
ー
ト 

   

鴻
巣
市
教
育
委
員
会
訪
問 

ア
ル
ミ
缶
回
収 

各
種
委
員
会 

委
員
会
日
課
（
清
掃
な
し
） 

 

避
難
訓
練 

給
食
開
始 

お知らせ 

教材費などの自動

引き落とし日は、 

９月１０日(水)です 

第
６６
回
埼
玉
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

北
部
地
区
大
会
（
Ａ
の
部
）
銀
賞
！ 

７
月
３０
日
（
水
）
に
ク
レ
ア
こ
う
の
す
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
埼
玉
県
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
Ａ
の
部
に
吹
奏
楽
部
が
出
場

し
ま
し
た
。 

演
奏
曲
目
は
、 

課
題
曲
「
祝
い
唄
と
踊
り
唄
に
よ

る
幻
想
曲
」、 

自
由
曲
「
リ
ベ
ラ
・
ア
ニ
マ
ス
」 

で
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
堂
々
と
演
奏
し
ま
し
た
。 

結
果
は
見
事

「
銀
賞
」
に
輝
き
ま
し

た
。 ３

年
生
は
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
最
後
に
引

退
し
ま
し
た
が
、
１
，
２
年
生
は
１２
月
に
開

催
予
定
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け

て
よ
い
弾
み
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍

に
も
期
待
し
ま
す
。 

第
３２

回 

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会 

７
月
12
日
（
土
）
に
ク
レ
ア
こ
う
の
す
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
１３
：
００
の
開

演
時
間
か
ら
多
く
の
観
客
が
詰
め
か
け
、
吹

奏
楽
部
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。 

第
１
部
で
は
７
／
３０
に
実
施
さ
れ
た
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
演
奏
曲
目
を
格
調
高
く
、

第
２
部
で
は
「
か
わ
い
い
だ
け
じ
ゃ
だ
め
で

す
か
」
を
１
年
生
が
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
を
踊

り
な
が
ら
披
露
す
る
な
ど
多
様
な
演
出
で
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、 

第
３
部
で 

は
、
１
年 

生
も
演
奏 

に
加
わ
り
、 

大
人
数
で 

の
迫
力
あ 

る
演
奏
も 

聴
か
せ
て 

く
れ
ま
し 

た
。 次

回
は 

ク
リ
ス
マ 

ス
コ
ン
サ 

ー
ト
を
予 

定
し
て
お 

り
ま
す
。 

是
非
お
越 

し
く
だ
さ 

い
。 

 

校
長 

 

服
部
幸
司 

令和７年 

８月２９日 

第５号 
発行 

鴻巣市立鴻巣中学校 

校長 服部幸司 

電048-541-0272 

〠365-0039 

埼玉県鴻巣市東2-4-62 

https://konosu-j-
konosu.edumap.jp 

第１回卒業生（昭和２３年３月最初の木造校舎の前で） 

記
録
ず
く
め
の
猛
暑
が
続
い
た

夏
、
８
月
１
３
日(

水)

、
今
年
も
市
内

の
菩
提
寺
に
ご
先
祖
様
の
霊
を
迎
え
に

行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
早
朝
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
目
的
で
寺
を
訪
れ

る
人
々
は
後
を
絶
た
ず
、
見
ず
知
ら
ず

の
相
手
に
対
し
て
も
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
い
う
、
お
互
い
を
慮(

お

も
ん
ぱ
か)

る
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て

い
ま
す
。 

 

ち
ょ
う
ど
墓
に
向
か
っ
て
、
本
堂

の
前
に
差
し
掛
か
っ
た
時
で
す
。
「
服

部
先
生
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
○
○
で
す
。
」
高
身
長
の
男
性
が
私

に
声
を
掛
け
て
き
た
の
で
す
。
一
瞬
、

誰
だ
か
分
か
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
笑

顔
で
「
服
部
先
生
で
す
よ
ね
。
中
学
時

代
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
言

わ
れ
て
一
気
に
記
憶
が
蘇
り
ま
し
た
。 

「
お
お
、
○
○
○
か
。
中
学
時
代

は
こ
ん
な
に
小
さ
か
っ
た
じ
ゃ
な
い

か
。
」
と
盆
提
灯
を
持
っ
て
い
た
右
手

を
下
げ
て
応
じ
る
と
、
す
か
さ
ず
「
先

生
、
母
で
す
。
そ
し
て
、
小
学
校
３
年

生
に
な
る
娘
で
す
。
」
と
紹
介
し
て
く

れ
ま
し
た
。
肯(

う
な
ず)

き
な
が
ら
二

人
の
会
話
を
聞
い
て
い
た
娘
さ
ん
。
正

(

ま
さ)

し
く
中
学
時
代
の
○
○
○
君
。 

 

「
お
盆
と
お
盆
休
み
に
関
す
る
意
識

調
査
」(

日
本
香
堂)

に
よ
る
と
、
今
、

若
い
世
代
ほ
ど
「
お
墓
参
り
」
を
実
施

し
て
い
て
、
墓
参
り
率
は
２
０
代
が
全

年
代
ト
ッ
プ
、
３
０
代
、
４
０
代
、
５

０
代
よ
り
も
お
墓
参
り
に
行
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
今
、
ネ
ッ
ト
を
中
心
と
し

た
情
報
化
社
会
の
中
で
「
体
験
型
」
が

注
目
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

昔
か
ら
続
く
「
３
世
代
で
の
お
墓
参

り
」
で
、
子
が
「
日
本
の
伝
統
・
文

化
」
を
学
び
、
孫
が
そ
の
親
の
姿
を
肌

で
感
じ
る
、
と
い
う
習
慣
・
先
祖
を
敬

う
気
持
ち
と
い
う
の
は
、
未
来
永
劫

(

み
ら
い
え
い
ご
う)

、
続
い
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。 

 

小
学
生
と
言
え
ば
、
８
月
６
日(

水)

朝
、
広
島
で
行
わ
れ
た
平
和
記
念
式
典

で
の
関
口
千
恵
璃(

小
６)

さ
ん
と
佐
々

木
駿
君(

小
６)

の
『
平
和
へ
の
誓

い
』
に
は
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
「
ど

ん
な
に
時
が
流
れ
て
も
、
あ
の
悲
劇

を
風
化
さ
せ
ず
、
記
録
と
し
て
被
爆

者
の
声
を
次
世
代
へ
語
り
継
い
で
い

く
使
命
が
私
た
ち
に
は
あ
り
ま
す
。」

「
一
人
一
人
の
声
を
紡
ぎ
な
が
ら
、

平
和
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。」 

 
 

 
子
ど
も
は
宝
、
未
来
を
創
る
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
の
は
私
た
ち
大
人

で
す
。
学
校
と
家
庭
が
、
今
ま
で
や

っ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
程
度
の
自
信

を
持
ち
、
的
確
な
検
証
を
行
う
構
え

で
、
未
来
へ
の
責
任
を
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
思
う
初
秋
で
す
。 

 

鴻
中
だ
よ
り 

Stop press！！！ 

水泳全国大会 
１００ｍ自由形 ８位 

５０ｍ自由形 １１位 

３年３組  島村玲央くん 
 

陸上関東大会 
１年１００ｍ ７位 

１年４組  長澤依央さん 
おめでとうございます！ 



良
く
な
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
最
初
は
日
本
語
が
通
じ
な
い
環
境
に
な
る
こ
と
が
不

安
で
し
た
が
、
バ
デ
ィ
ー
や
学
校
の
先
生
た
ち
は
私
た
ち
に
と
て
も
優
し
く
、
す
ぐ
に
打
ち

解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
言
葉
で
う
ま
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
を
使
っ
た
り
、
お
互
い
一
生
懸
命
理
解
し
よ
う
と
し
た
り
し
て
、
有
意
義
な
時
間
に
す

る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
私
は
英
語
が
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

を
受
け
止
め
て
く
れ
る
現
地
の
方
々
の
お
か
げ
で
、
何
で
も
挑
戦
し
て
み
よ
う
、
と
い
う
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
つ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。 

他
に
も
、
海
外
派
遣
に
参
加
し
た
他
校
の
仲
間
た
ち
と
出
会
え
た
こ
と
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
初
め
て
会
っ
た
時
は
全
員
緊
張
し
て
い
て
、
あ
ま
り
素
が
出
せ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
研
修
会
を
重
ね
る
こ
と
で
距
離
を
縮
め
、
意
見
交
換
な
ど
も
活
発
に
行
え
る
よ
う
に
な

り
、
今
で
は
最
高
の
友
人
た
ち
で
す
。 

一
番
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
、
食
文
化
の
違
い
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
や
チ
キ
ン
、
ス
テ
ー
キ
、
ピ
ザ
な
ど
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
キ
ー
な
食
べ
物
の
人
気
が
高

く
、
食
べ
る
機
会
が
多
か
っ
た
の
で
、
毎
日
食
べ
続
け
る
の
は
少
し
大
変
で
し
た
。
そ
の
一

方
で
、
日
本
食
の
寿
司
や
抹
茶
な
ど
も
人
気
が
あ
り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
抹
茶
の
お

菓
子
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
放
課
後
に
海
外
派
遣
の
友
達
と
、
そ
の
バ
デ
ィ
ー
た
ち
と
一

緒
に
み
ん
な
で
遊
び
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。
学
校
か
ら
少
し
離
れ
た
大
き
な
街
に
行
っ
て
ア

イ
ス
を
食
べ
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
を
し
た
り
、
夕
飯
に
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
を
食
べ
た
り
と
、
い

つ
も
日
本
の
学
校
終
わ
り
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。 

た
く
さ
ん
の
学
び
と
経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
周
り
の
人
に
こ
の
素
晴
ら
し
い

体
験
を
伝
え
な
が
ら
、
自
分
の
将
来
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

ALT
リ
リ
ア
ン
先
生 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

７
月
18
日
（
金
）
を
も
っ
て
ALT
の
リ
リ
ア
ン
先
生
が
２
年
間

の
鴻
巣
中
勤
務
を
終
え
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
帰
国
さ
れ
ま
し

た
。
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
た
、
明
る
く
元
気
な
授
業
で
、
鴻
中

生
全
員
が
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。 

   (2)                            学校教育目標 たくましく たのもしい 鴻中生徒                       あ                                                                                                 
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10
月
の
予
定 

金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 

 

教
育
委
員
会
訪
問 

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
（
ク
レ
ア
こ
う
の
す
） 

    

駅
伝
班
大
会
予
備
日 

 

コ
ラ
ム
視
写 

校
内
研
修 

⑤
⑥
カ
ッ
ト 

 

進
路
保
護
者
会
⑤
⑥ 

コ
ラ
ム
視
写 

   

駅
伝
班
大
会 

第
２
回
南
部
テ
ス
ト
（
３
年
生
） 

コ
ラ
ム
視
写 

 

コ
ラ
ム
視
写 

ス
ポ
ー
ツ
の
日 

  

教
育
実
習
開
始
（
３
週
間
） 

資
源
回
収 

第
６
回
各
種
委
員
会 

委
員
会
日
課 

陸
上
県
大
会
（
２
日
目
） 

中
間
テ
ス
ト
２
日
目 

表
彰
集
会 

 

陸
上
県
大
会
（
１
日
目
） 

中
間
テ
ス
ト
１
日
目 

野
球
地
区
大
会 

  

第
１
回
校
内
進
路
指
導
委
員
会 

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
地
区
大
会 

全
校
朝
礼 

ア
ル
ミ
缶
回
収 

硬
式
テ
ニ
ス
地
区
大
会
予
備
日 

 

７
／

３
年
５
組 

中
澤  

朱
里 

私
は
、
今
回
の
海
外
派
遣
に
参
加
し
て
思
い
出
に
残
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
話
し
ま
す
。 

私
は
こ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
派
遣
で
、
初
め
て
海
外
に
行
き
ま
し

た
。
一
番
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
現
地
の
人
々
と
、
一
週
間
で
と
て
も
仲

男子団体戦 １回戦 対 川口戸塚中 ２－３ 敗退 

男子個人戦 金子隼也 ４回戦進出（準決勝進出） ・ 五十嵐遊帆 ２回戦進出（ベスト１６） 

女子団体戦 １回戦 対 神川中 ３－０ 勝利 ・ ２回戦 対さいたま寺沢道場 ０－３ 敗退（ベスト１６） 

女子個人戦 稲葉舞桜 ３回戦進出（ベスト８） ・ 清水初音 ２回戦進出（ベスト１６） 

部長 ３年１組 清水 初音 
先日の県大会では、個人戦は全員が全力を尽くして鴻巣中の存在を示し、男子団体戦は強豪校相手に五 

人中二人が勝利を収め、女子個人戦は一回戦をオール一本勝ちと、日々の稽古の成果を存分に発揮しまし 
た。 思えば、怪我や体重制限など、決して楽な道ではありませんでしたが、どんな苦境も部員全員で乗り 
越え、共に成長してきました。最高の仲間と最高の環境で青春を送ることができたことに感謝します。そ 
して、私たち三年生は、顧問の先生の熱心なご指導のもと、柔道だけでなく、人としても大きく成長し、 
先日、胸を張って引退しました。  
後輩たちへ。この柔道部の歴史は君たちに託します。さらなる輝かしい未来を築いてくれることを信 

じ、君たちの挑戦を心から応援しています。  
応援ありがとうございました！  

 

💮５０ｍ自由形         ３位 島村 玲央（全国大会出場）  ・  💮１００ｍ自由形 １位 島村 玲央（全国大会出場） 

１００ｍ平泳ぎ     １３位 松本 輝希  ・  ２００ｍ平泳ぎ   １９位 松本 輝希 

１００ｍバタフライ    ３４位 遠藤 紗輝  ・  ２００ｍバタフライ     ２６位 遠藤 紗輝 

５０ｍ自由形     ３４位    栗栖 あかり 

３年３組 島村 玲央 
学校総合県大会は、自分の力を出し切ることができた大会でし 

た。５０ｍ自由形では惜しくも３位でしたが、今の実力を実感で 
きた良いレースでした。１００ｍ自由形では、１位を取ることが 
でき、今までの練習の成果が結果として表れ、とても嬉しかった 
です。タイムも ５３秒１４と自己ベストを更新することができ､ 
次の大会への自信につながりました。２種目共に全国大会の標準 
記録を切ることができ、これからの合宿や大会を通して、たくさ 
んの経験をし、さらなる好記録を目指していきたいと思います。 

 

水泳部 

💮１年女子 100ｍ 2 位 長澤 依央（関東大会出場） 
２年女子 800ｍ 8 位 山崎 樹乃 

３年３組 永吉 大輔 
私は７月１９日に学校総合体育大会陸上の県大会に出場しました。そこに至るまでで努力したことがいくつかあります。一つめは、

日々の部活動にまじめに参加したことです。部活動の目標を、「応援されるチームになる」として、つらい練習でも自分のためと言い聞
かせて頑張りました。その結果、地区大会でも勝てるようになり、県大会が狙える実力までになりました。二つ目は、ストレッチと筋ト
レです。最初は、何とか前屈して指がつま先に届く程度でしたが、だんだん余裕でそこまで伸ばせるようになり、頭と膝がつくくらいま
でに体が柔らかくなりました。また、上半身、特に体幹をよくトレーニングしました。これらのトレーニングによって、安定してよいタ
イムを出すことができるようになり、良い結果を出すことができました。 
最後に、僕が県大会に出場できたのは、周りで僕を支えてくださる先生方、一緒に練習してくれた陸上部員のおかげです。ほんとうに

ありがとうございました。一生懸命努力して県大会に出場できたことで努力の大切さを学ぶことができました。三年生は受験という大き
な壁があります。今後は、部活動で学べた努力の大切さを受験勉強に生かして、頑張っていきたいです。 

団体戦 １回戦  対 川越初雁中 ３－２ 勝利 

２回戦  対 坂戸桜中  ３－２ 勝利 

３回戦  対 春日部東中 ０－３ 敗退（ベスト１６） 

          個人戦    雨宮千尋 １回戦敗退 ・ 稲田栄太 １回戦敗退 ・ 成田夏葵 １回戦敗退 

部長 ３年１組 雨宮 瑠良 
僕達３年生にとって最後の大会が終わり、今、たくさんの思い出が僕の頭の中を駆け巡っていま

す。部長になり、初めての大会である新人戦では、無事、県大会に臨むことができ、中学校生活最
後の大会となる先日の学校総合体育大会では団体で県ベスト１６となることができました。県大会
に出場したことで、たくさんの人に応援され、支えられてきたのだなあと改めて感じることができ
ました。指導してくださった先生方、支えてくれた保護者、先輩方。そして、お互いに汗水流し、
成長し合った仲間達。この仲間は一生の友となるに違いありません。さまざまな人のおかげで最高
の舞台に立つことができました。 
どのように書いても思いは尽きません。しかし、この感慨を一過性のものにしてはいけないと 

思います。残りの中学校生活はもちろん、この先の人生においても、目標に向かって努力していき
ます。鴻中卓球部での経験は僕達にとって大きな大きな宝物です。 

 
地域と学校の連携・協働をすすめる学校運営協議会制度（コミ 

ュニティ・スクール）推進の全国的な流れのなかで、鴻巣市にお 
いても、平成３０年度から市内小・中学校においてモデル校を設 
置し、推進しているところです。本校は令和５年度より、鴻巣市 
よりモデル校として指定され、本制度の取組を進めております。 

 

１回戦 対 熊谷奈良中 １１－０ 勝利（５回コールド） 

２回戦 対 松伏中    ２―４ 敗退 

              部長 ３年２組 片岡 蓮河 

野球部は、県大会優勝を目指して「下剋上」の合言葉とともに、成長してきました。班予選の決勝で悔しい負けを喫しましたが、仲間

の励ましや前向きな気持ちで代表決定戦に挑み、見事勝利。５年連続の県大会出場の切符を手にしました。県大会では、ベスト１６。思
うような結果は残せませんでしたが、最後まで諦めず、プレーした時間はかけがえのないものとなりました。ここまで来ることができた
のは、指導にあたって頂いた、平野先生・田口先生・村岡先生、陰でいつも支えてくれた保護者の方々のおかげです。そして、この２年

半をともに切磋琢磨しながら成長してきた仲間たち、自分たちについてきた後輩たちには、感謝の気持ちでいっぱいです。この仲間で良
かったと心の底から思える程のチームでした。新チームは、合同チームになってしまいますが、変わらず、鴻巣中学校野球部の応援をよ
ろしくお願いします。 

 

 

 
 

野球部 

                  １回戦 対 本庄南中   ８３－５２ 勝利 

                  ２回戦 対 上尾大石中  ３７－５６ 敗退 

部長 ３年１組 谷 美沙季  
女子バスケットボール部はこれまでの練習で、今まで達成することができていなかった「県大会出場」という目標に向け、日々努力し 

てきました。今年は、その目標を達成し、県大会という舞台に立つことができました。目標を達成することができたのは、一人一人の努 
力があったからだと思います。県大会では、二回戦目で敗退してしまいましたが、チーム全員が最後まで下を向かず、あきらめずに戦い 
抜くことができました。その姿は、どのチームと比べても一番かっこいい姿だったと思います。そして、この試合には女子バスケ部の良 
さが前面に出ていたのではないかと思います。私たち女子バスケ部は、個性豊かで明るく元気な女子バスケットボール部です。なにより 

「笑顔が絶えない」そんな部活だったと思います。誰かがミスをしても責めるのではなく、必ずあ 
ったかい言葉をかけフォローしてくれる思いやりあふれる女子バスケ部。今まで当たり前に練習 
してきた時間が無くなってしまうとなると、とてもさみしい気持ちでいっぱいですが、１，２年 
生はこれからも部活が続くと思います。コートまではダッシュで移動して少しでも練習時間を多 
くとって、全力で練習に励んでください。そして、部活動を行うことができているのにはたくさ 
んの方が支えてくださっているおかげということを忘れずに、感謝の気持ちをもってこれからも 
練習頑張ってください。３年生一同心の底から応援しています！  

女子バスケットボール部 男子卓球部 

柔道部 

陸上競技部 



 

 

 


